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目
標
利
益
一１と
‐
―
信
用
一事
一業

経
営
効
率
の
向
上
が
鍵

リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
上
で

毎
期
、
安
定
的
に
確
保
す
る
目

標
利
益
を
設
定
す
れ
ば
、
そ
の

目
標
利
益
を
確
保
す
る
た
め
に

赤
字
事
業
の
赤
字
幅
の
圧
縮
と

黒
字
事
業
の
黒
字
幅
の
拡
大
が

必
要
に
な
る
。

黒
字
事
業
の
代
表
格
は
信
用

事
業
で
あ
る
。
利
益
は
調
達
と

運
用
の
差
の
資
金
収
支
に
よ

っ

て
生
ま
れ
る
。
運
用
利
回
り
が

一
定
な
ら
調
達

コ
ス
ト
を
下
げ

れ
ば
資
金
収
支
は
拡
大
、
利
益

は
増
加
す
る
構
図
だ
。

運
用
利
回
り
は
、
預
金
や
有

価
証
券
、
貸
し
出
し
と
い

っ
た

運
用
資
産
の
う
ち
の
ど
の
資
産

が
運
用
利
回
り
の
拡
大
に
有
利

か
、
ア
セ

ッ
ト
ア
ロ
ヶ
ｌ
シ

ョ

ン

（適
正
な
資
産
配
分
）
を
指

向

す

る

こ
と

で
変

わ

っ
て
く

る
。Ｊ

Ａ
で
は
こ
れ
ま
で
貯
金
の

金
額
、
貸
し
出
し
の
残
高
な
ど

「残
高
あ
り
き
」
で
事
業
を
進

め

て

き

た
。
し

か

し
、
目

標

は
、
利
益
水
準
の
確
保
で
残
高

で
は
な
い
。
最
終
的
に
重
要
な

の
は
利
ざ
や
で
あ
り
、
資
金
収

支
で
あ
る
。

キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
金
利
を
高

く
す
れ
ば
当
然
、
貯
金
は
集
ま

る
。
し
か
し
、
調
達

コ
ス
ト
は

増
大
す
る
。
運
用
面
で
も
信
連

の
奨
励
金
が
下
が
れ
ば
、
預
金

の
資
産
と
し
て
の
有
利
性
は
低

下
す
る
。
同
じ
収

益
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
何
が
利

ざ
や
や
資
金
収
支
に
と

っ
て
有

利
な
の
か
を
自
ら
選
択
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

実
際
に
Ｊ
Ａ
で
、
あ
ま
り
貯

金
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
わ
な
か

っ
た
た
め
、
貯
金
は
現
状
維
持

に
と
ど
ま

っ
た
が
、
運
用
で
有

価

証
券

の
ポ

ー
ト

フ

ォ
リ

オ

（事
業
構
成
）
の
見
直
し
を
対

策
と
し
て
実
施
、
調
達
が
低
下

し
た
こ
と
と
運
用
利
回
り
を
上

げ
た
こ
と
で
資
金
収
支
を
１
億

円
程
度
改
善
し
た
例
が
あ
る
。

経
営
の
分
析
を
通
じ
て
、
何

を
行
え
ば
利
ざ
や
と
資
金
収
支

の
拡
大
が
図
れ
る
の
か
対
策
を

講
ず
る
こ
と
で
収
支
は
大
幅
に

改

善

す

る

は
ず

で

あ

る
。

一

方
、
収
支
を
確
実
に
拡
大
す
る

に
は
リ
ス
ク
テ
イ
ク

（危
険
を

冒
す
こ
と
）
も
必
要
に
な
る
。

防
備
の
た
め
に
リ
ス
ク
許
容
限

度
額
や
保
有
限
度
額
な
ど
を
決

め
、

一
定
の
リ
ス
ク
量
の
範
囲

に
収
ま
る
よ
う
に

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
を
行
う
。

ま
た
、
収
益
と
リ
ス
ク
量
を

対
比
す
る
こ
と
で
リ
ス
ク
を
最

小
に
抑
え
、
収
益
の
最
大
化
を

指
向
す
る
こ
と
も
可
能
に
な

っ

て
く
る
。

リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン

，
卜
は
、

リ

ス
ク

量

を

モ

ニ
タ

リ

ン
グ

し
、
経
営
の
継
続
性
を
維
持
す

る
。
同
時
に
経
営
の
効
率
性
を

向
上
さ
せ
収
益
を
拡
大
さ
せ
る

こ
と
が
も
う

一
つ
の
到
達
点
で

あ
る
。

（
Ｊ
Ａ
総

研
主

任

研
究

員

・

加
島
徹
）

（
次
回
は
１５
日
付
）


